
「若手研究者支援事業」募集要領 

１．目的 

本事業は、大阪大学未来基金による若手研究者育成の一環として、大学院生が各

研究分野の重要な国際シンポジウム等において、初めて行う成果発表等に対して、

顕彰を行う。 

本事業による支援を実施することにより、大学院生が海外をより意識し、研究者

として視野を広げることを期待する。 

２．応募資格 

・大学院生 

◎博士後期課程に在籍する大学院生とする。ただし、医学系研究科及び歯

学研究科にあっては、大学院博士課程に在籍する学生を、生命機能研究

科にあっては、修士課程の修了に相当する要件を満たしたうえで大学院

博士課程に在籍する学生を含むものとする。 

３．応募条件 

 ・各研究分野の重要な国際シンポジウム等において、在学中に初めて成果発表を 

行うこと。（ただしポスター発表は支援の対象としない） 

 ・成果発表を行うことが決定している若しくは決定の見込みがあること。 

なお、他の経費にて本事業と同等の支援を受けることが決定した場合は、本経

費での顕彰は行わない。（速やかに申し出ること） 

４．支援経費、支援対象期間及び採択件数 

・一人あたり、２５０千円を上限とする。 

 ＊支援経費は、旅費、学会参加費、及び学会抄録集代等学会に参加するた

めに必要なものを対象とする。 

＊旅費は、本学の旅費規程に基づき支給します。 

旅費：交通費（航空運賃、海外での鉄道運賃等）、日当、宿泊料、及び

旅行雑費（旅券の交付手数料、査証手数料（査証を取得する場

合の代行手数料を含む)、入出国税、及び空港施設使用料等）の

実費額（日当、宿泊料は定額。ただし国費留学生の場合は調整

を行うことがある） 

・各回での支援対象とする成果発表の期間は以下の通り 

  （第１回）平成２５年４月～６月 

  （第２回）平成２５年７月～９月 

  （第３回）平成２５年１０月～１２月

   （第４回）平成２６年１月～３月 

・各回の採択件数は２件程度 

５．提出書類 

  ・応募書類（様式１）・・・1部 

【片面印刷とし、左上クリップ止めで提出（ホッチキス止めをしない）】 

  ・発表論文等の受理通知の写し 

  ・発表論文等のアブストラクト 



  ◎以下書類は採択後に提出する（正式な必要書類はおって連絡します） 

 旅費 

  ・航空運賃の見積（クラスはエコノミーとする） 

 ・フライトスケジュール（eチケットでの取得もしくは旅行会社から発行

されたもの） 

  ・領収書（日当、宿泊料を除く旅費の対象となるものすべてが必要） 

  ※ただし、国費留学生の場合は宿泊料の領収書も必要 

・プログラム等 

・航空チケットの半券（往復分） 

  学会参加費及び学会抄録集代 

・インボイス等金額が記載されている書類 

・領収書 

※領収書が外貨で記載している場合及びクレジットカードで支払った

場合は、使用明細の写し（氏名と該当部分以外は黒塗り等しても可） 

 ・学会参加証の写し 

６．提出期限 

【医学系研究科締切】

（第４回）平成２５年１１月２６日（火）

 ＊申請者は必ず所属部局の事務部を通じて提出すること。 

 ＊各部局において応募者が複数の場合は、優先順位を付して提出すること。 

７．報告書及び義務 

・帰国後、２週間以内に成果発表等に関する報告書（様式２）及びその研究成果

を説明したパワーポイント資料を事務担当に提出する。 

（報告書及びパワーポイント資料は、研究成果発表会及び交流会において、

成果報告集として配布します） 

・研究成果発表会及び交流会（毎年１２月を想定。詳しい開催期日は後日連絡）

において、発表することを義務とする。 

８．選考方法 

  基盤研究担当理事及び理事補佐が書面審査を行い、その結果を踏まえて、基盤研

究担当理事が採択者を決定する。 

ただし、基盤研究担当理事が必要と判断した場合はヒアリングを実施して採択者

を決定する。 

９．書類選考及び採択者決定時期 

（第１回）平成２５年５月 

  （第２回）平成２５年６月下旬 

  （第３回）平成２５年９月中旬

   （第４回）平成２５年１２月中旬 



若手研究者支援事業に関する Q&A 

Q1. 指導教員と学生の所属する部局がそれぞれ異なる場合、どの部局から提出することになるのでしょ

うか？

A1. 原則として指導教員の所属する部局から提出するようにしてください。ただし、これにより難い場

合は、他の部局から提出いただいても構いません。

Q2. 重要な国際シンポジウム等というのは海外のみが対象でしょうか。 
A2. 国内で開催されるものも対象です。 

Q3. ポスター発表も対象になるのでしょうか。 
A3. 現在、ポスター発表は対象としていません。 

Q4. 日本学術振興会の特別研究員も応募は可能ですか。 
A4. 特別研究員の方は応募できません。 

Q5. 留学生も応募は可能ですか。 
A5. 可能です。ただし、採択者には研究成果発表会及び交流会においての成果報告が義務付けられてい

ますので、帰国等により発表ができないことが想定される場合は、応募はできません。

なお、採択された場合は、部局事務部もしくは留学生の所属する研究室等から、手続きに関する仲

介役を 1 名選出して下さい。 

Q6. 国費留学生が申請し採択された場合、支援金額等に制限はあるのでしょうか。 
A6. 支援金額の上限等の制限はありませんが、国費留学生の場合は領収書をもとに実費を支給すること、

食事相当分は原則として支出できないことから、日当及び宿泊費のように定額で支給するものにつ

いては調整します。

Q7. 応募書類の作成が日本語に依り難い場合、英語で作成・提出しても良いでしょうか。 
A7. 原則として日本語での作成を主としますが、これに依り難い場合は英語で作成しても構いません。 

Q8. 旅費申請は採択者本人が ICHO で入力するのでしょうか。 
A8. 旅費申請、及び学会参加費等の支給に関する手続きは研究推進課で進めますので、必要書類のみお

送りください。正式な必要書類については採択後に研究推進課からご本人へお知らせします。

Q9. 旅費等の総額が支援上限額を超える場合、他の研究費と併用することは可能でしょうか。 
A9. 本事業の対象者はあくまで他の研究費からの支援ができない方を想定していますので、他から支出

可能な場合はそちらでの支援を受けるようにしてください。止むを得ず併用を希望される場合は、

併用を希望する研究費の支出要領等に基づき可能かどうかを、所属部局の事務担当者へ確認するよ

うにしてください。

Q10. 航空機、鉄道等の利用に際し、上位のクラス（ビジネスクラス等）を利用した場合は支援対象と

なりますか。

A10. 上位のクラスを利用した場合は支援対象にはなりませんので、ご注意ください。 







若手研究者支援事業 年間実施スケジュール

※上記スケジュールは現時点での予定であり、変更される可能性があります。

※採択件数は各回２件程度を予定しています。

（参考）平成２４年度若手研究者支援事業実施状況

 応募件数：６件 採択件数：３件

 （平成２４年度は１回のみ実施（１月～３月の成果発表が支援対象））

事業担当係：研究推進課プロジェクト研究推進係

事業名 支援対象月 公募時期 公募締切 選考時期 採択者

決定時期

支援経費支給時期 応募件数 採択件数

（第１回）若手研究者支援事業 ４月～６月 ４月 ４月末 ５月下旬 ５月下旬
学会等参加後、必要書

類を提出してから約

１か月後

３件 ２件

（第２回）若手研究者支援事業 ７月～９月 ５月 ６月中旬 ７月上旬 ７月上旬 １３件 ７件

（第３回）若手研究者支援事業 １０月～１２月 ８月 ９月上旬 ９月中旬 ９月中旬 ３件 ３件

（第４回）若手研究者支援事業 １月～３月 １１月 １２月上旬 １２月上旬 １２月中旬



送付・照会先一覧

部局等 担当係等
国際交流オフィス 国際／学交／学生交流企画係 ・国際教育交流センター

国際／国流／国際連携係 ・グローバルコラボレーションセンター
国流／学交／日本語日本文化教育センター第一係・日本語日本文化教育センター

広報・社学連携オフィス 広社／広報社学／社学連携第一係 ・２１世紀懐徳堂
・適塾記念センター
・総合学術博物館

研究推進部 研推／産連／産学連携企画係 ・産学連携本部
研推／研推／科学教育機器リノベーションセンター事務 ・科学教育機器リノベーションセンター
研推／大型教育研究プロジェクト支援室 ・バイオ関連多目的研究施設

情報推進部 情推／企画／総務係 ・サイバーメディアセンター
附属図書館 附図／企画／庶務係 ・附属図書館
文学研究科 文学事務／－／庶務係 ・文学研究科、文学部
人間科学研究科 人科事務／－／大学院係 ・人間科学研究科、人間科学部

・附属比較行動実験施設
外国語学部 言文・外事務／箕面総／研究協力係 ・外国語学部
法学研究科 法高事務／－／庶務係 ・法学研究科、法学部

・法政実務連携センター
高等司法研究科 法高事務／－／庶務係 ・高等司法研究科

・知的財産センター
経済学研究科 経国事務／－／庶務係 ・経済学研究科、経済学部
国際公共政策研究科 経国事務／－／庶務係 ・国際公共政策研究科
理学研究科 理学事務／－／研究支援係 ・理学研究科、理学部

・基礎理学プロジェクト研究センター
・構造熱科学研究センター

医学系研究科 医事務／総務／大学院係 ・医学系研究科、医学部
・附属共同研究実習センター
・附属動物実験施設
・臨床医工学融合研究教育センター

医事務／総務／連合小児発達学研究科担当 ・大阪大学・金沢大学・浜松医科大学連合小児発達学研究科
医学部附属病院 医病／総務／庶務係 ・医学部附属病院
医学系研究科保健学専攻 医事務／保健学／研究支援係 ・医学系研究科保健学専攻、医学部保健学科

・附属ツインリサーチセンター
歯学研究科 歯事務／総務／教務係 ・歯学研究科、歯学部

・歯学部附属病院
・附属歯科技工士学校

薬学研究科 薬事務／－／教務係 ・薬学研究科、薬学部
・附属薬用植物園
・附属実践薬学教育研究センター
・附属創薬教育センター

工学研究科 工事務／教務／大学院係 ・工学研究科、工学部
・附属超精密科学研究センター
・附属原子分子イオン制御理工学センター
・附属フロンティア研究センター
・附属サステイナビリティ・デザイン・オンサイト研究センター
・附属高度人材育成センター
・附属構造・機能先進材料デザイン教育研究センター
・低温センター
・超高圧電子顕微鏡センター
・ラジオアイソトープ総合センター
・環境安全研究管理センター
・生物工学国際交流センター
・サステイナビリティ・デザイン・センター

基礎工学研究科 基事務／－／大学院係 ・基礎工学研究科、基礎工学部
・極限量子科学研究センター
・太陽エネルギー化学研究センター
・ナノサイエンスデザイン教育研究センター
・金融・保険教育研究センター

言語文化研究科 言文・外事務／豊中事／総務係 ・言語文化研究科
情報科学研究科 情報事務／－／庶務係 ・情報科学研究科
生命機能研究科 生命事務／－／庶務係 ・生命機能研究科
微生物病研究所 微研事務／－／研究協力係 ・微生物病研究所

・附属感染動物実験施設
・附属感染症ＤＮＡチップ開発センター
・附属難治感染症対策研究センター
・附属遺伝情報実験センター
・附属感染症国際研究センター
・生体応答遺伝子解析センター

産業科学研究所 産研事務／総務／研究協力係 ・産業科学研究所
・附属産業科学ナノテクノロジーセンター
・附属新産業創造物質基盤技術研究センター
・附属総合解析センター
・附属量子ビーム科学研究施設
・附属産業科学連携教育推進センター
・附属国際共同研究センター

蛋白質研究所 蛋白事務／－／共同利用係, ・蛋白質研究所
・附属蛋白質解析先端研究センター

社会経済研究所 社研事務／－／庶務係 ・社会経済研究所
・附属行動経済学研究センター

接合科学研究所 接合事務／－／庶務係 ・接合科学研究所
・附属スマートプロセス研究センター

全学教育推進機構 全教推事務／－／総務係 ・全学教育推進機構
・学際融合教育研究センター

全教推事務／-／CSCD・学際（総務担当） ・コミュニケーションデザイン・センター
保健センター 保セ事務／－／管理係 ・保健センター
核物理研究センター 核物事務／－／庶務係 ・核物理研究センター
レーザーエネルギー学研究センター レーザー事務／－／庶務係 ・レーザーエネルギー学研究センター
免疫学フロンティア研究センター 免フロ／事務／総務セクション ・免疫学フロンティア研究センター

送付先
照会先
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